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　大きな災害が発生すると

被災地への電話が殺到し、回

線が大変混雑します。東日本

大震災の直後も、携帯電話事

業者によっては、最大で平常

時の約50 から60 倍以上の

通話が一時的に集中しまし

た。

　通信各社では、通信の混

雑の影響を避けながら、家

族や知人との間で、安否の確

認などをスムーズに行える

よう、固定電話、携帯電話、イ

ンターネットによる「災害伝

言サービス」を提供していま

す。詳細は、各社ウェブサイ

トなどで確認してください。

 災害伝言ダイヤルに「録音する方法」
操作の手順は、すべて音声案内に従って進めてください。

 「１７１」へダイヤルする　 「１」をダイヤルする

 自宅(被災地)の電話番号(固定電話)、または、連絡したい被災地の人の自宅の電話番号

　 （固定電話）を、市外局番からダイヤルする

 プッシュ回線の場合は「１♯」  ※ダイヤル回線の場合は音声案内されません。

 伝言を吹き込む（30 秒以内）

 災害伝言ダイヤルを「再生する方法」
操作の手順は、すべて音声案内に従って進めてください。

 「１７１」へダイヤルする　 「２」をダイヤルする

 自宅(被災地)の電話番号(固定電話)、または、連絡したい被災地の人の自宅の電話番号

　 （固定電話）を、市外局番からダイヤルする

 プッシュ回線の場合は「１♯」   ※ダイヤル回線の場合は音声案内されません。

 伝言を聴く

毎月、１日と15 日は、上記の災害伝言ダイヤルの録音・再生の体験ができます。ぜひ、

練習のつもりで気軽に利用してみてください。


